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津波で流されたJR常磐線の線路（富岡町）　2016年7月27日

保全した津波被災線路

震災遺構 災害対策本部跡（富岡町）　2014年6月11日

保全した災害対策本部跡（過去の特集展展示風景）

壁紙に残る津波の痕跡（南相馬市ヨッシーランド）　2012年8月10日

保全した壁紙
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～獅子舞のナゾ　獅子先生登場　の巻～

なじょなニュース！ 

写真：ラジオ収録風景

当館の旬な話題をお届けする FM喜多方「けんぱく徒然語り」のコーナー。
毎週日曜日の 9:00 ～ 9:30 は、当館の小林めぐみ学芸員が進行役をつとめ、その時々の展示や
イベントの担当学芸員を相手に、博物館の舞台裏を語り尽くします。学芸員の熱い想いや最新の
情報が聴けるチャンスですよ！特別ゲストをお呼びすることもあります。ぜひ一度、聴いてみて
下さいね。

KITAKATA CITY FM  78.2MHz
＊FM喜多方ホームページ（http://fm-kitakata.co.jp）の「サイマルラジオ」バナーをクリックすると、
　どの地域でもお聞きいただけます！

令和2年度冬の企画展

展
覧
会
は
三
部
構
成
で
す
。
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第一部　東日本大震災を考える 第二部　震災遺産から考えたこと

第三部　震災遺産が伝えること

東日本大震災がもたらした被害の様子を、震災遺産とともに振り返ります。過去
の特集展で展示した資料もありますが、初めてみなさんにご紹介する資料もあり
ます。あらためてあの日を振り返ります。

学芸員がどのように震災遺産を読み解いているのかをご紹介します。今まで
は展示解説会などでお話してきたひとつひとつの震災遺産が持つ意味を、
パネルを交えて丁寧にお伝えします。

みなさんとともに、復興とは何かを考える場とします。被災地では復旧作業がすすみ、その先にある復興に
向けた取り組みが進んでいます。震災遺産から見た復興とはなにか、掘り下げて考えます。

2021年1月16日（土）～3月21日（日）
【会場】企画展示室
【観覧料】 一般・大学生 500円（20名以上の団体400円）／高校生以下 無料

＊企画展料金で常設展もご覧いただけます（会期中有効）。

【年間パスポート】1,500円
＊ご購入日より一年間、当館の常設展・企画展（当館主催のみ有効）を何回でもご覧いただけます。

震災後、学芸員が現場で何を考えながら震災遺産を収集し、博物館の
バックヤードでどのように向き合ってきたのかをご紹介するため、
今回の企画展にあわせて記録誌を作りました。今回の企画展では展示
していない資料も含めて震災遺産を包括的にご紹介し、今までの活動
を振り返る内容になっています。学芸員によるコラムや過去の特集
展で好評だった東日本大震災関連年表も掲載していますので、ぜひ
手におとり下さい。

記録誌の主な構成

序　章　震災遺産と保全プロジェクト

第1章　東日本大震災と原子力発電所事故
第1節　東日本大震災による被害と避難
第2節　原子力発電所事故と緊急事態宣言
第3節　避難指示と区域の変遷
第4節　震災10年後のふくしま

第2章　震災遺産を考える
第1節　災害と被害を伝えるものたち
第2節　資料が語る避難の多様性
第3節　止められた時間(とき)と失われた未来
第4節　記憶の継承と暮らしの再生

第3章　福島県立博物館と震災遺産保全活動
第1節　ふくしま震災遺産保全プロジェクト（2014年度～2016年度）
第2節　当館単独の震災遺産保全活動（2017年度～）

東日本大震災関連年表

テーマ展 山川浩と健次郎
1月16日（土）～2月28日（日） 
会場 常設展部門展示室「歴史・美術」
山川健次郎没後90年の節目に、山川浩・健次郎兄弟にスポットをあてたテーマ展です。
会津藩士山川家に生まれ、戊辰戦争を生き延びた２人は、明治時代にそれぞれ軍人・学者として
才能を発揮し、頭角を現しました。戊辰戦争敗戦の逆境を打ち破り、新時代に活躍した山川兄弟
とは、どのような人物だったのでしょうか。
本展では山川兄弟の業績を振り返り、その人物像に迫ります。山川家から新たにご寄託頂いた
資料や近年整理・研究が進んだ館蔵資料をあわせて展示し、2003年に開催した同名のテーマ
展からパワーアップしてお届けします。ぜひご覧ください！（テーマ展担当：佐藤・栗原）

展示構成
ポイント① 山川浩～軍人として生きた兄～
肖像写真や山川家の系図など当館初公開の資料に注目

ポイント② 山川健次郎～学問に生きた弟～
厳格な学者としてのイメージが強い健次郎。
家族や知人に宛てた手紙・葉書から垣間見える人柄に
スポットを当てます。

テーマ展 会津の修験
　  －西会津町旧福寿院の宗教世界－
3月6日（土）～4月18日（日） 
会場 常設展部門展示室「歴史・美術」
本展では、小綱木村（現・西会津町）の本山派修験であった高橋家（号・福寿院）の資料から、近世・近代に
おける同家の宗教活動の歴史をご紹介します。修験道は山岳修行により獲得した力で加持祈祷などを
行う日本独自の宗教で、中世以降組織や霊場がつくられ、各地で修験者が活躍しました。高橋家は応永2年
（1395）に本山派修験総本山の京都聖護院から福寿院の名を下賜された由緒をもち、代々修験者として
活動しました。明治国家が修験道を廃止した後も、昭和初期まで地域の宗教活動の一端を担い、伝えられ
た仏像や法具は1987年に県の重要有形民俗文化財に指定されました。
しかしこうした貴重な文化財も、過疎高齢化で継承が困難となりました。豪雪地帯でもあるこの地域で、
古くから仏像を祀った祭壇や蔵造りの建物の維持管理も心配な状態となったため、当館では町や同家の
方々と相談を重ねて2017年に全ての文化財を救出しました。
こうした経緯を経て、今回が当館初公開となる高橋家の修験資料。会津の修験道の具体像に触れるこの
機会をお見逃しなく。（テーマ展担当：内山）

山川浩写真

山川浩の勲章(勲三等旭日中綬章)

山川健次郎写真 山川健次郎の独英辞典
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当館受付カウンター
か通信販売でお求め
いただけます。
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これを聴けば事情通!?  
FM喜多方「けんぱく徒然語り」

つれづれ

こわそうな獅子が３人で何かしているよ！
いったい何をしているんだろう？　　

獅子が踊っているね。今回は獅子舞を説明してくれる特別
ゲストを呼んでいるよ。　一緒に呼んでみよう！

うん！呼んでみよう！

博物館の常設展示室に獅子頭が展示されているよね。
獅子舞は１種類だけではないんだね。

そうなんだ。獅子舞といっても地域によっていろいろ
な形があるんだよ。ちなみに私も博物館に展示されて
いるよ。

獅子先生も！
どうして彼岸獅子は春の彼岸に舞うの？

さまざまな理由があるよ。一つはご先祖様の供養のため
だよ。あと「お米や野菜などの作物がたくさんとれます
ように」という豊作の願いも込められているんだ。　　　
そして…　　さて、ここでクイズです！

【獅子先生からの挑戦！！】
彼岸獅子が舞うもう一つのワケとはな～んだ？
〇に漢字２文字を当てはめよう！

獅子先生！ヒントをください！
ヒントは…みんながかかると困るものだよ。
新型コロナウイルスやインフルエンザ…

せ～
の、「
しし
せん
せ～
い」！

！

の流行を防ぐため。

獅

獅

謎の忍者マッキー
なぞ にんじゃ

※こたえは「なじょな」のどこかにあるよ！

ししまい しし

おど

ひがん
こんにちは！どうも獅子先生です。

私たちは会津地方で春の彼岸に舞を舞う

ことから「彼岸獅子」と呼ばれているよ。

また、三匹の獅子で舞うから

「三匹獅子」とも呼ばれているんだ。

獅
ひがんじし

さんびき

さんびきじし

まい

ししがしら

せんぞ くよう
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